
Title 目次
Sub Title
Author

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication year 2009

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.82, No.1 (2009. 1) ,p.ix- xii 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00224504-20090128--

005

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


目

次

序

：
：
国
分
良
成
：
・

v 

ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
訴
訟
費
用
敗
訴
者
負
担
の
原
則
に

関
す
る
結
果
責
任
説
の
歴
史
的
な
展
開
の
素
描

坂
原
正
夫
・
：

E
U

の
安
全
保
障
防
衛
政
策
（
E
S
D
P

）
と
世
論

田
中
俊
郎

続
・
抵
当
権
の
複
数
の
被
担
保
債
権
中
の
一
個
債
権
の
保
証
人
に
よ
る

代
位
弁
済
と
抵
当
不
動
産
売
却
代
金
の
配
当
：
・
：
：
：
・

｜
｜

H
U
／
1

／
幻
最
高
裁
判
決
の
「
理
論
的
分
析
」
｜
｜

斎
藤
和
夫
：
・

129 
プL

沈
黙
の
法
文
化
｜
｜
近
代
日
本
に
お
け
る
法
の
カ
タ
チ

岩
谷
十
郎
：
・
一
宅

次

岩
倉
使
節
団
と
イ
ギ
リ
ス
の
教
育
｜
｜
使
節
団
の
教
育
機
関
視
察
を
め
ぐ
る
考
察
l
i

－
－
：
：
：
：
：
：
：
・
太
田
昭
子
・
：
一
四
一

目

会
社
の
「
事
業
の
た
め
に
す
る
行
為
」
の
意
義

鈴
木
千
佳
子
：
・
一
七
五

lX 



「
私
人
間
効
力
」
を
論
ず
る
こ
と
の
意
義

剛
：
・
一
九
七

・
小
山

x 

法学研究 82 巻 l 号（2009: 1) 

性
犯
罪
者
の
釈
放
と
電
子
監
視
｜
｜
韓
国
に
お
け
る
電
子
監
視
制
度
の
分
析
を
中
心
と
し
て
｜
｜
－
・
・
・
・
・
太

田

達
也
・
：
一
一
一
一

「
大
東
亜
国
際
法
」
理
論

－

1

日
本
に
お
け
る
近
代
国
際
法
受
容
の
帰
結
｜
｜

明
石
欽
司
：
・
一
一
六
一

法
典
延
期
派
・
福
津
諭
吉
ーl
大
隈
外
交
期

高
田
晴
仁
：
・
一
一
九
一
ニ

東

｜童
話芦
田云
防け
刑守

主主
のヲド

ー構
断成
面要
の十牛

素の
措再
｜訪

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン
：
・
三
一
五

実
行
の
着
手
と
実
行
行
為

佐
藤
拓
磨
・
：
一
ニ
三
九

ヨ
ハ
ン
・
ア
l

ベ
ル
の
法
理
論
｜
｜
物
権
債
権
峻
別
論
の
起
源

：
：
：
：
・
：
水
津
太
郎
・
：
＝
一
八
五

フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
け
る
強
迫
（
乱
。
－
8
8

）
の
概
念
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
前
田
美
千
代
：
・
里
三

｜
｜
絶
対
的
強
迫
（
足
柄h
N守
的
。
吉
宮
）
と
強
制
的
強
迫
（
e
な
S
§
h
u
N
S

な
h
N）
の
区
別
に
関
連
し
て
｜
｜

『
世
界
最
古
の
刑
法
』
小
考
｜
｜
回
能
村
梅
士
の
中
国
法
制
史
論

・
：
：
：
：
中
島
三
知
子
：
・
四
七
九

合
併
等
規
定
の
問
題
点
｜
｜
会
社
法
改
正
部
分
を
中
心
に

豊
泉
貫
太
郎
：
・
五
O九

破
庇
概
念
の
変
容
と
商
法
五
二
八
条
の
命
運

｜
｜
ド
イ
ツ
商
法
典
三
七
八
条
の
制
定
・
解
釈
・
削
除
の
経
緯
か
ら
｜
｜

北

居

功
・
：
五
二
五

E
U

競
争
法
に
お
け
る
和
解
（
ω
2
2
0
5
3
5手
続
の
導
入
と
課
題
・
：
：

庄
司
克
宏
：
・
五
七
五



裁
判
員
裁
判
に
お
け
る
量
刑
評
議
に
つ
い
て

｜
｜
法
律
専
門
家
と
し
て
の
裁
判
官
の
役
割
｜
｜

小
池
信
太
郎
・
：
五
九
九

介
護
の
提
供
と
遺
贈
｜
｜
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
遺
言
契
約
を
め
ぐ
っ
て

小
石
佑
子
・
：
六
六
五

日
本
の
初
期
憲
法
思
想
に
お
け
る
法
実
証
主
義
と
進
化
論

圏
分
典
子
：
・
六
八
七

信
託
法
上
の
信
託
か
、
信
託
類
似
の
他
の
法
律
関
係
か

｜
｜
「
信
託
」
概
念
の
全
容
と
信
託
の
成
立
認
定
｜
｜

七

戸
克
彦
・
：
七
二

イ
タ
リ
ア
の
刑
事
施
設
の
現
状

｜
｜
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
協
会
第
四
回
報
告
書
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
｜
｜

清
水
裕
樹
・
：
七
八
九

「
亡
命
ド
イ
ツ
法
律
家
」
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
C

・
オ
プ
ラ
l

｜
｜
異
文
化
接
触
と
し
て
の
占
領
期
法
制
改
革
｜
｜

出

口

雄

一
・
：
八
四
五

日
本
人
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
パ
l

ソ
ン
の
英
語
力
の
実
態
分
析
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
寺
内

｜
｜
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
と
さ
れ
る
英
語
力
と
は
｜
｜

一
・
：
八
七
七

イ
タ
リ
ア
民
事
司
法
の
崩
壊
？
｜
｜
破
棄
院
の
危
機

中
村
毒
宏
：
・

2
一

イ
タ
リ
ア
の
成
年
養
子
制
度

・
：
松
浦
千
誉
：
・
九
二
七

次目

エ
ミ
リ
l

・
ケ
ン
ピ
ン
H

シ
ュ
ピ

l

リ
と
世
紀
末
チ
ュ
l

リ
ヒ
の
女
性
問
題

｜
｜
｜
「
女
性
の
権
利
（
尽
き
8
5

の
宮
）
』
紙
か
ら
ー
ー

屋

敷

郎
：
・
九
四

XI 



グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
は
は
た
し
て
近
代
的
か

法学研究 82 巻 1 号（2009: 1) 

山

内

進
：
・
九
一
合
一

XU 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
体
制
l
l
1

消
費
者
契
約
の
視
点
か
ら
l
i

－
－
：
：
・
：
－j
i

－
－
：
：
：
山
口
由
紀
子
：
・
九
九
五

：
・
頼
松
瑞
生
・
：
一
O
二

竹
田
敏
彦
の
通
俗
小
説
に
み
え
る
明
治
民
法
観

正
義
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
合
意
に
よ
る
紛
争
解
決
手
段
に
つ
い
て

「
法
論
理
」
再
老
「
｜
三
段
論
法
か
ら
対
話
的
な
デ
フ
ォ
ル
ト
論
理
へ

：
・
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
・
：
一02一

高
橋
文
彦
：
・
一

O七
二

よ
く
鳴
る
風
鈴
の

力戸ι
寸ー

的
考
察

下
村

裕
・
：
一O八
六

森
征
一
教
授
略
歴
・
主
要
業
績

一O一
一
一
九


